れ から 風呂 を 四十 度に して くれな どと いう あの 寒暖計、 

いずれも みな 物理学 上で いうと ころの 「温度」 を 測り 

示す ものであるが、 非科学的 国民の 頭に は、 この 三つ 

の ものの 示す 温度が どうも 別々 の ものの ように 感じら 

れる こと も あるら しい。 その せいでも あるまい が、 体 

温 計と その 度 盛 はたい そう 大事 がられ、 風呂場の 寒暖 

計 は ひどく 虐待され るよう である。 

話 は 横道に 外れる が、 盥に 入れた 湯の 湯気の 上り 

方 を 見れば、 だいたいの 温度の 見当が つくもので ある。 

しかしい つか 赤ん坊 をい きなり 盥の 熱湯に 入れて、 

おおや. 1); ど 

大火 傷 を させた 女の 話 を 聞いた ことがある。 これな ど 



の 世界の 事柄 を 深く 注目し 静かに 観察して その 事柄の 

真相 をつ き 止めよう という 人間 本然の 傾向 を 助長し 発 

育させる のが 第一 の 近道であろう。 それの 手始めに は、 

例えば 風呂場に 一 本の 寒暖計 を 備える の も 一 策で ある。 

そうして いろいろ やって みて、 考えて みて どうしても 

分らない 疑問が 起った ときに 行き あたって、 そこで 適 

当な 書物 を 読めば、 その 時に 初めて 書物の 知識が 本当 

の活 きた 知識になる ので ある。 それまで は 何度 読んで 

も 結局 はた だの 活字の 行列 を 見物して いるの もたいし 

たちが いはな さそう である。 

(昭和 六 年 六月 『家庭』) 



のこれまでに 得た 研究の 結果 は、 学界に 対する 貢献と 

して は 誠に 些細な お 恥ずかしい ものであった であろう 

が、 ただ 自分 だけで は、 自分自身の 多年の 疑問の 中の 

少 部分 だけで も、 いくらか それによ つて 明らかにする 

マ J とが 出来た と 思う y J とに 無限の 喜び を 感じる ので あ 

る。 

同じように 地震 もまた 臆病な 子供の 私 を ひどく おび 

えさせた ものの 一 つで ある。 両親が 昔 安政の 地震に 遭 

難した 実話 を、 子供の 時から 聞かされ ていた こと もこ 

の 畏怖の 念 を 助長す る 効果 は あ つた かもしれ な いので 

あるが、 しかし それに はか かわらず、 おそらく 地震に 



つまり 私 は 臆病であった おかげで この 臆病の 根 を 絶 

やすこと が 出来た ような 気がする。 私 は 臆病で は あつ 

たが 未練ではなかった の だと 思って いる。 だから 自分 

の 臆病 を 別に 恥ずかし いと は 思って いないの である。 

この 年取った、 そして、 少しば かり 風 変リな 科学者 

のこの 話 は、 子供 を 教育す る 親 達に も 何 かの 参考に な 

りそうで ある。 また 同時にす ベての 人々 にと つても 

「こわい もの」 に対する 対策の 一般的 指導原理 を 暗示 

する ように も 思われる ので ある。 

(昭和 六 年 十二月 『家庭』) 
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